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財務実績データとリスクデータの連携は貴社にとって
どの程度重要ですか？

リスクデータと財務データの密な連携がもたらす
最大の利益は何だと思いますか？

貴社の財務チームとリスクチームはどの程度連携していますか？

両チームは完全に連携しており、データ利用
においても完全に共有化がはかれている

両チームは個別に活動しているが、データ
利用においては部分的に共有化がはかれ
いている
両チームの活動は分離されており、データ
利用においても共有化がはかれていない

戦略的統制や業務統制が改善する

規制要件への対応力が高まる

意思決定における自信が高まる

透明性の高いデータに基づく情報の明確さが高まる

速度や敏捷性が高まる

インフラ ‒ プラットフォームを一元化し、プロセスや
ツールを共用化する
データ ‒ 表示を一元化し、予測能力をより高める
文化 ‒ 共通の戦略を設け、財務とリスクの連携を促す
イノベーション ‒ 各種分析技術、人工知能、機械学習、
自動化といった新技術を導入する
人材 ‒ データや技術の専門家を、財務やリスクの
専門家と協業させる0
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ある程度重要
重要
非常に重要
不可欠

日本の銀行でのコスト、リスクおよび金融、規制、データ管理の複雑さにおける
課題への取り組みが明らかに

日本の銀行における調査結果
現代の金融と今日のリスク状況
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日本

両チームは完全に連携しており、データ利用
においても完全に共有化がはかれている
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財務とリスクの連携を強化するために優先的に実施したい
のは、下記のどれに対する投資ですか？

新たな規制要件や要件変更には一早く容易に対応できる

日本

アジア太平洋

アメリカ＆
ヨーロッパ・中東・アフリカ
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結論

転換期を迎える日本の銀行において、データ管理を効率化することにより、金融業界におけるリスク業務を軽減し、

同時に付加価値の向上乃至は優位性を謳える重要なドライバーになり得る投資だと確信しております。

“ビジネス分析高度化のためのデータ活用とイノベーション”の全結果は次のURLから
ご覧いただけます:  https://www.riskjapan.com/jp/content-hub
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